
ONCC 第 10 期生 ぶらっと散策３ 第 1４回 

東灘コース 

 

日時：2023 年 2 月 9 日(木) 

時間：集合 9 時 50 分 ～ 解散 15 時 10 分 

集合場所：JR 住吉駅改札   解散場所：阪急御影駅 

天候：晴れ 

参加者：受講生 32 名  CA3 名 計 35 名 

 

CA さんより本日の予定、注意事項を受け出発しました。 

今回はガイドさんの案内はありませんでした。 

 

予定コース 

JR 住吉→ 神戸市立小磯記念美術館 → 南魚崎 菊正宗酒造記念館 → 桜宴 →  

徳川道起点→火垂るの墓記念碑→御影公会堂→石屋川トンネル→綱致天満神社→ 

弓弦羽神社→阪急御影駅にて解散 

 

 

 

神戸市立小磯記念美術館 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成４年 11月、緑豊かな六甲アイランド内に開館。 

神戸に生まれ、神戸で制作を続け関西を中心に活躍された洋画家小磯良平氏、油

彩、素描、版画などの約 2000点の作品がアトリエ、蔵書、諸資料と共に、ご遺族

より神戸市に寄贈されました。 

現在は 3300点の作品が保存されているそうです。 



 

 

  

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

  

作品の制作現場であったアトリエ、 

美術館の中庭に移築、復元されてい 

ます。 

愛用のパステル 

 

パレットと絵筆、 

ペインティングナイフ 

アトリエの中には、実際に小磯良平氏が使用したイーゼルやパレット、モチーフ 

となった楽器や人形、家具が展示されて制作当時の雰囲気を味わえます。 



 

菊正宗酒造記念館 

 

 

 

 

 

                     

 

 

     

     

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

館のテーマは「酒造りの原点を知る

こと」、酒造りの過程から用具類に至

るまでの知識や現物とのふれあい、

灘の酒を醸す技・水・米・風土・酒造

りの館のテーマは情熱や伝統にまつ

わるこだわりなど、現在・過去・未来・

を自在に駆けめぐる日本酒の世界を

展開し「知るは楽しみなり」をあます

ことなく感じ取れる空間です。 

 

 

 

 

館内には国指定・重要有形民俗文化財「灘の酒造用具」や所蔵する小道具類

等が展示されていました。 

 

予約者には「搾りたての新酒」が試飲させて頂けます。 

 



 

魚崎郷 櫻正宗記念館 ”櫻宴” 

 

 
 

 

                  

 

 

徳川道起点 

                 

 

 

櫻正宗記念館”櫻宴”創醸 400 年、創

業の歴史を物語る酒造道具、昔なつか

しい看板や酒瓶などが展示されてい

ました。 

 

原正宗名発祥のアイデンティティー

を後世に遺すべく、また魚崎郷地区の

地域振興の一助となるようにオープ

ンされました。 

 

原酒と会席料理を楽しめる和食レス

トランがあります。 

 

 

 

德川道は慶応３年(1867)に兵庫

開港に際して外国人と日本人の

接触をさけるため西国街道のバ

イパスとしてつくられた。 

 

【不都合な接触を恐れた幕府が

作ったため、徳川の名がある。】 

 

全長約34札の路線がありました

が、ほとんど利用されることな

く翌年 1月には三宮事件があり、

同 8 月廃道になりました。 



火垂るの墓 記念碑 

 

 

 

御影公会堂 

                                                   

          

 

石屋川トンネル 

 

 

 

作家、故・野坂昭如さん(2015年死

去)は神戸大空襲の実体験をもと

に、1967年のちに直木賞を受賞す

る「火垂るの墓」を書いた。 

同名小説をアニメ映画化。戦争に

よって両親を失った幼い兄妹がた

どる過酷な運命を描かれていま

す。終戦から 76年、主人公の兄妹

の足跡をたどる人が絶えないそう

です。 

1933 年旧御影町が白鶴酒造７代目社長嘉

納治兵衛氏より寄付金を受け建設。 

国の「登録有形文化財」に登録されてい

る。 

今なお、集会施設として利用されていま

す。 

 

地下に御影郷土資料室・嘉納治五郎記念

コーナーが開設されています。 

兵庫県神戸市の東海道本線現在の住吉駅～六甲道駅間

に存在した鉄道トンネルです。 

トンネル概要新橋～横浜間 1872 年に開業に続き 1874

年大阪～神戸に日本で２番目の鉄道が開業。 

当所の計画では山手側路線でしたが、「灘の酒蔵より汽

車の黒煙で酒が腐る」というクレームがあり山麓を通

る路線に変更。同区間は芦屋川・住吉川・石屋川の 3 つ

の天井川が横切っており、トンネルを開削しその下を

通すことになった。これら「日本で初めて建設された鉄

道トンネル」と言われていました。大正時代になって東

海道本線で複々線化工事が始まり、1976 年 10 月高架

化のため埋め立てられた。現在、石屋川公園にはトンネ

ルがあったことを示す説明版が設置されています。 

 



綱致天満神宮 

  

  

弓弦羽神社 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 好天に恵まれよい散策日和となりました。 

 CA さんありがとうございました。  

 皆さんお疲れ様でした。                     ４班  

旧郡家村の氏神で祭神は伊井持尊・速玉男尊・事解之男尊。社伝によると、朝鮮より

帰国の神功皇后に対して謀反を企てた忍熊王がこの地に軍を置いて戦勝を祈り、その

脊山に熊野権現を勧請たのが縁起とされる。また神功皇后が朝鮮に向かうときの東明

の北方の丘陵で弓矢を試しに射たのでこの名がついたと言われています。 

 

旧石屋村の氏神。祭神は菅原道真。大宰府

へ向かう途中で菅原道真が、この地の休

息をしたとき土地の豪族の山背というも

のが石の上に綱を敷いて席を設けてもて

なした。 

後に道真が神として祀つられるようにな

ってからその子孫の菅原善輝がこの地に

道真を祀り故事にちなんで今の社名にし

たと伝えられています。 

 


